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1. 要旨 

東京都 沖ノ⿃島・南⿃島に関する研究調査事業において，本研究は「沖ノ⿃島周辺海域
の地球物理観測データ統合」と題し，沖ノ⿃島周辺でこれまでに取得された海底地形データ
や海底下探査データなど地球物理観測データの統合処理・再解析を⾏っている．2024 年度
は，主に海底地形の既存データに焦点を当て，海底地形の詳細と，その地質学的意義につい
て検討を⾏った．2025 年度は，海底表層地質データ，重⼒および地磁気異常を対象に検討
を⾏った．その結果，海底表層地質データから，沖ノ⿃島周辺の海底表層では 3 つの⾳響
相が認められることがわかった．全ての⾳響相に共通する内部反射が認められない反射パ
ターンは，サンゴに由来する⽯灰岩で主に構成されていることを⽰唆する．さらに上に凸に
なった反射パターンが斜⾯に特徴的に認められることから，沖ノ⿃島周辺海域の斜⾯は⾮
常に起伏に富んでいると考えられる．⼀⽅，地磁気異常について，沖ノ⿃島周辺でダイポー
ル型磁気異常が認められた．また重⼒データは沖ノ⿃島付近で正の異常を⽰した．これは沖
ノ⿃島を頂部に載せる海⼭に起因する可能性がある．  
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2. はじめに 

我が国最南端の島である沖ノ⿃島は，地政学的，経済学的な観点から重要な島の 1つ
である．そのため沖ノ⿃島の積極的な利活⽤による知⾒の積み重ねは，沖ノ⿃島が我が
国および東京都に帰属することを国際的にアピールするうえで鍵となる． 
沖ノ⿃島は，フィリピン海をおよそ南北に縦断する九州・パラオ海嶺上にあり，フィ

リピン海の中央部付近に位置する (図１)．沖ノ⿃島は海⼭上に発達したサンゴ礁を起
源としており，現在は東⼩島および北⼩島が海⾯上に露出する．沖ノ⿃島周辺では，⽣
物学，環境学的，海洋⼯学，地政学に関する研究はこれまでも実施されている（例えば，
Kayane et al., 2012）が，地球科学的な研究例は少なく，島の成り⽴ちについて依然とし
て不明な点が多い．そこで本研究では，沖ノ⿃島周辺海域で取得された地球物理観測デ
ータを集積・統合および解析を実施している．海底および海底下を対象とした地球物理
観測データには，海底地形，海底下表層から深層までの地質構造，それよりさらに深い
地殻構造，重⼒，地磁気などが含まれる．これらは地球の表層から深部までの地質情報
を⽰しており，最も表層にあるものが海底地形データである．2024年度は，詳細な海底
地形図の作成およびその広域化を実施し，沖ノ⿃島周辺の海底地形の詳細とその地質学
的意義について検討を⾏った．2025年度は，海底下表層地質および，地下深部の地質に
着⽬し，沖ノ⿃島の地球科学的特徴を明らかにする．本研究で集積・統合・解析する地
球物理観測データは，遠く離れているため現地に⾏くことが困難であり，さらに海況の
安定しない沖ノ⿃島周辺での効率的な海域調査の計画⽴案に有効である． 
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 図 1. 沖ノ⿃島の位置と周辺海域の海底地形 
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3. 地域概説 

沖ノ⿃島は，九州南東からパラオ諸島まで 3000 km 以上にわたって延びる海嶺であ
る九州・パラオ海嶺上に位置する．九州・パラオ海嶺の東側には，⻄から順に，四国海
盆およびパレスベラ海盆，七島・硫⻩島海嶺，⼩笠原トラフ，⼩笠原海嶺が位置する（図
1）．⼩笠原海嶺の東には，伊⾖・⼩笠原海溝やマリアナ海溝といった海溝が連なる．九
州・パラオ海嶺の⻄側には，北側から，⼤東海嶺，南⼤東海盆，沖⼤東海嶺，⻄フィリ
ピン海盆が位置する（図 1）． 

九州・パラオ海嶺は，現在の伊⾖・⼩笠原弧とかつては⼀体となっており，約 2500
万年前の四国海盆およびパレスベラ海盆の 2 つの背弧海盆の形成に伴って分離した古
島弧である（海野ほか，2009）．この海嶺の島弧⽕⼭活動の時期は約 4800万年前から約
2500万年前とされる（Shibata et al., 1977; Ishizuka et al., 2007）．九州・パラオ海嶺を境
に，東側は⽐較的新しい海洋底，⻄側は古い海洋底となっている（沖野, 2015）． 
沖ノ⿃島は⽕⼭を基盤とし，その上部にサンゴ礁を起源とする⽯灰岩が積み重なっ

て形成された島である．現在の沖ノ⿃島は礁性⽯灰岩および有孔⾍⽯灰岩から構成され
ている（⽥⼭，1952）．沖ノ⿃島の基部は⽔深 4000m〜6000mであり，海⾯下の斜⾯は
急傾斜となっている．また，沖ノ⿃島付近では，沖ノ⿃島以外にも⽐⾼ 3000 m を超える海
嶺上のピークの存在が報告されている（海野ほか，2009）．海野ほか（2009）はさらに，沖
ノ⿃島の海底部が，底径が約 35×30 km程度の⻄北⻄―東南東⽅向に延びる⼭体を形成
しており，複数の⽕⼭で構成される可能性を指摘している． 
沖ノ⿃島海底部からは⽞武岩溶岩とその⾓礫が彫られており，2750-2710万年前を⽰

す年代が報告されている（Ishizuka et al., 2007; 海野ほか，2009）．これは，沖ノ⿃島の基
盤となる⼭体において，2700万年頃まで⽞武岩質マグマが活動していたことを⽰す（海
野ほか，2009）． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 図 2. 沖ノ⿃島および周辺地域の地質発達史概略 
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4. 地球物理観測データの集積 

2024 年度において本研究では，国⽴研究開発法⼈海洋研究開発機構（以下，JAMSTEC）
が公開する JAMSTEC航海・潜航データ・サンプル探索システム（以下，DARWIN; Data and 

Sample Research System for Whole Cruise Information in JAMSTEC），⽇本海洋データセンター
（以下，JODC; Japan Oceanographic Data Center），⼀般財団法⼈⽇本⽔路協会発⾏「海底地形
デジタルデータ」M7000シリーズ，GEBCO（General Bathymetric Chart for the Oceans），いで
あ株式会社から海底地形，地磁気，重⼒データなどについて，約 65航海分の既存データを
集積した．地磁気データについて集積した結果，その多くは東・東南アジア地磁気異常図（⽯
原ほか，2021）にまとめられていることがわかった．そこで本研究では東・東南アジア地磁
気異常図を解析した．また重⼒データについては，国⼟地理院が 2024 年に統合データを出
版していることから（国⼟地理院，2024），本研究ではこちらを予察的に解析した．これら
に加え 2025 年度は，東京都 沖ノ⿃島・南⿃島に関する研究調査事業 類型 A において，東
京海洋⼤学 練習船「神鷹丸」に搭載されたサブボトムプロファイラー（Sub-bottom profiler，
以下 SBP）で取得された海底表層地質データを追加した．海底表層地質データの解析は
SonarWiz 7.12（Chesapeake Technology）を⽤いて⾏った． 
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5. 集積した地球物理データの特徴と解析 

 

5.1. 海底下表層地質データについて 

東京海洋⼤学は 2025 年 7 ⽉に，沖ノ⿃島周辺の東側，南東側，⻄側を対象に海底下表層
地質調査を⾏い，海底下 100 m以浅の海底下表層地質データ（以下，反射断⾯）を取得した
（図 3）．全 17 測線の反射断⾯を取得した．総測線⻑さは 179.393 km である．得られた反射
断⾯を図 5 から図 21 に⽰す．測線 105, 106, 107, 108, 109, 110S, 113a, 113b は，北東−南⻄⽅
向の測線である．測線 10S, 11N, 11S, 12a, 12b, 13, 16a, 16b, 17 は，北⻄−南東⽅向の測線で
ある． 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3. 2025 年 7⽉の調査時の航跡（⿊線）と海底地形．⽩⾊部は海底地形データのない部分
である．図中央の⽩⾊部は沖ノ⿃島と周辺サンゴ礁である．⻘字は図の位置を⽰す． 
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得られた反射断⾯の⾳響的特徴について，池原ほか（1990）および井上ほか（2017）を
元に区分した．彼らは，海底⾯の反射パターンと内部構造の反射パターンの組み合わせから，
9 つの⾳響相を提案している．本研究では，それらのうち，以下の⾳響相が認められた（図
4）： 

 

⾳響相 2：海底⾯の反射強度が強く，また内部反射は認められない． 

⾳響相 6：海底⾯の反射強度が弱く，また海底⾯や反射⾯に⼤きな凸凹が認められ，双曲
線同⼠が重なりあうとともに，内部反射の認められない． 

⾳響相 9：反射強度が弱く，傾斜が⼤きく急な斜⾯部分で認められ，内部反射の認められ
ない． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下では，これらの⾳響相区分を⽤いて，各測線の特徴を記述する． 

 

 

5.1.1. 測線 105（図 5） 

測線 105 では，⽐⾼ 700 m の⾼まりと，⽐⾼ 200 m の⾼まりがそれぞれ認められる．こ
れらの⾼まりの全域で⾳響相 6 が認められる．また測線の東端付近では海底の反射が認め
られない． 

 

 

 

 

図 4. 沖ノ⿃島周辺海域で認められる 3種類の⾳響相．左から⾳響相 2，⾳響相 6，⾳響相 9． 
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図 5. 測線 105 の反射断⾯． 
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5.1.2. 測線 106（図 6） 

測線 106 では，反射断⾯を取得できたが，反射断⾯の⽔深値が実際の⽔深値と異なって
いた．そのため再度の観測が必要であるが，測線の中央部から東側にかけて⾳響相 9 および
⾳響相 6 がそれぞれ認められた． 
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5.1.3. 測線 107（図 7） 

測線 107 では，測線の中央付近に⽐⾼ 400 m程度の⾼まりが認められ，この⾼まりでは
⾳響相 6 が認められる．測線 107 は，先⾏研究において，断層と報告された構造の上を通過
する測線であり，⾼まりの東側斜⾯の末端が推定断層に該当すると考えられる．しかし反射
断⾯上では明瞭な変位は認められなかった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.1.4. 測線 108（図 8） 

測線 108 では，⻄から東へ⽐⾼ 1000 m程度の斜⾯となっており，⽔深 3000 m〜1900 m

まで⾳響相 9，⽔深 1900 〜 1700 m 付近で⾳響相 6 となっている．斜⾯を登った東側では
⽐較的起伏の少ない地形となっており，⾳響相 2 が認められる． 

 

 

 

図 7. 測線 107の反射断⾯． 
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5.1.5. 測線 109（図 9） 

測線 109 では，⻄から東へ⽐⾼ 2000 m程度の斜⾯となっており，⽔深 3800 m〜3400 m

および⽔深 3000 〜 2200 m で⾳響相 9 となっている．⽔深 3400〜⽔深 3000 m の区間では
データが取れていない．⽔深 2200〜⽔深 1800 m のデータの取れていない区間の東側に，⾳
響相 2 が認められる．この部分は，傾斜 4°程度の緩やかな斜⾯となっている．⾳響相 2 が
分布する区間の東側もまたデータを取得できなかった． 

 

 

5.1.6. 測線 110S（図 10） 

測線 110S では，⻄から東へ⽐⾼ 2000 m程度の斜⾯となっている．⽔深 3400 m〜2800 m

では⾳響相 9 が，⽔深 2800〜1600 m で⾳響相 6 が，⽔深 1600〜950 m で⾳響相 9 がそれぞ
れ認められる．断⾯の東側では，東に傾斜した斜⾯となっており，ここでもまた⾳響相 9 が
認められる． 

 

 

5.1.7. 測線 113a（図 11） 

測線 113a は沖ノ⿃島の東側を通る測線である．本測線では，測線東端の⽔深 2000 m程
度の場所に⽐較的傾斜の緩やかな地形が認められる．ここでは⾳響相 2 を観察できる．この
緩傾斜を呈する地形の⻄側は⽐⾼ 1300 m程度の斜⾯となっており，⽔深 2000 m〜900 m に
かけて⾳響相 6 が，⽔深 900〜700 m で⾳響相 9 がそれぞれ認められる．⽔深 800 m 付近に
傾斜の急変点が認められ，上に凸の地形となる．この上に凸になった地形の頂部から⻄側は
再び斜⾯となる．⻄側の斜⾯では⾳響相 9 が認められる． 

 

 

5.1.8. 測線 113b（図 12） 

測線 113b もまた沖ノ⿃島の東側を通る測線である．本測線では，測線⻄端の⽔深 1300 

m程度の場所は⽐較的傾斜の緩やかな地形となっており，ここでは⾳響相 2 を観察できる．
その東側は⽐⾼ 450 m程度の斜⾯となっており，この部分では⾳響相 6 が認められる．⽔深
950 m 付近以浅の傾斜は緩やかとなり，その部分では⾳響相 2 が認められる． 

 

 

5.1.9. 測線 10S（図 13） 

測線 10S では，⽔深 3300 m 付近および⽔深 3000 m 付近が⽐較的傾斜の緩やかな地形と
なっており，両者によって階段状の地形が形成されている．これらの場所では⾳響相 2 が認
められる．⽔深 2800 m から⽔深 900 m まで斜⾯となっており，斜⾯下部では⾳響相 9 が，
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斜⾯中部から上部では⾳響相 6 がそれぞれ認められる． 
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図 10. 測線 110Sの反射断⾯． 
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図 11. 測線 113aの反射断⾯． 
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図 12. 測線 113bの反射断⾯． 
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5.1.10. 測線 11N（図 14） 

測線 11N では，測線中央部から東側にかけて反射⾯が認められ，⽔深は 3000 m 程度か
ら 2200 mへと変化し，次第に浅くなる．ここでは⾳響相 6 が認められる． 

 

5.1.11. 測線 11S（図 15） 

測線 11S では，⽔深 3300 m 付近が⽐較的傾斜の緩やかな地形となっており，ここでは⾳
響相 2 が認められる．⽔深 3300 m から⽔深 1000 m まで斜⾯となっており，⾳響相 6 が認
められる．⽔深 1000 m 付近から緩傾斜となり，⾳響相 2 が認められる． 

 

5.1.12. 測線 12a（図 16） 

測線 12a の中央部付近に上に凸の地形が認められる．この凸地形の東側が先⾏研究で崖
崩れの可能性が指摘された箇所に該当するが，傾斜が急なため反射⾯を得られなかった．凸
地形の東側と⻄側斜⾯では，その上部で⾳響相 6 が認められ，下⽅で⾳響相 9へ変化する． 

 

5.1.13. 測線 12b（図 17） 

測線 12b では，⻄から東へ向けて下る斜⾯が認められ，斜⾯上部から順に，⾳響相 2，⾳
響相 6，⾳響相 2，⾳響相 6 が認められる．斜⾯下部では反射⾯を得られなかったため，そ
の詳細は不明である．測線の東端で平坦な地形となっており，⾳響相 2 が認められる．この
傾向は測線 10S と測線 11S と同様であることから，測線 12b においても斜⾯は⽔深 3300 m

程度まで続き，その後⽔深 3300 m 付近で緩傾斜になっていると考えられる． 

 

5.1.14. 測線 13（図 18） 

測線 13 は，島の南東から⻄にかけて延びる最も⻑い測線である．測線の最も東側の⽔深
3300 から 3400 m 付近は緩傾斜となっており⾳響相 2 が認められる．⽔深 3300 m から⽔深
1800 m までの区間は急傾斜となっており，⾳響相 6 が認められる．測線中央部は，その東
において海底⾯に凹凸が認められ，⾳響相は 6 となっている．測線中央部の⻄側では，海底
⾯に凹凸はあまり認められず，⾳響相は 2 となっている．測線の⻄側は斜⾯となっており，
⾳響相 6 が認められる．斜⾯の⼀部で認められる凹みは，先⾏研究において断層の存在が⽰
唆された箇所であるが，反射断⾯において断層の特徴は認められなかった． 

 

5.1.15. 測線 16a，16b，17（図 19, 図 20，図 21） 

測線 16a および測線 16b では海底⾯の反射は認められなかった．また測線 17 では海底⾯
の反射は認められたものの，反射強度が弱く，その特徴を⼗分に捉えることができない．こ
れらの測線は再度の観測が必要である． 
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図 14. 測線 11Nの反射断⾯． 
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図 16. 測線 12aの反射断⾯． 
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図 19. 測線 16aの反射断⾯． 
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図 20. 測線 16bの反射断⾯． 
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図 21. 測線 17の反射断⾯． 
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5.1.16. ⾳響相の分布について 

沖ノ⿃島の周辺では，傾斜の緩やかな場所に⾳響相 2 が，斜⾯部分に⾳響相 6 が，傾斜
の特に急な場所で⾳響相 9 が分布するという特徴を⽰す．⾳響相 6 は島周辺の斜⾯で広く認
められる．⾳響相 6 を特徴づける双曲線は，⼀般的に⾳波の回折によって形成されることか
ら，斜⾯では起伏のある地形が数段重なっている可能性が⽰唆される．沖ノ⿃島の成り⽴ち
を考慮すると，双曲線はサンゴ礁に由来する⽯灰岩の起伏により形成されている可能性が
ある．沖ノ⿃島周辺海域の緩傾斜部分において，海底浅部と深部に⾳響相 2 が分布するの
は，堆積物がほとんど堆積していないことを⽰唆する．これは陸から著しく離れていること
から，堆積物の供給が沖ノ⿃島周辺サンゴ礁に限られるためと考えられる．⾳響相 9 が分布
する部分は，傾斜が急なため海底からの反射を⼗分に捉えることができなかった可能性が
⾼い． 

 

5.2. 地磁気データについて 

沖ノ⿃島周辺の地磁気全磁⼒異常は−280〜190 nT の間で変化しており，波⻑約 30 km の
ダイポール型磁気異常が認められる（図 22）．これは沖ノ⿃島を⼭頂に載せる海⼭に由来す
る全磁⼒異常と考えられる．沖ノ⿃島の南東側では正の全磁⼒異常と負の全磁⼒異常が認
められる．この位置には，沖ノ⿃島の載せる海⼭に連続する⾼まりが存在しており，それら
に対応すると考えられる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 22. 沖ノ⿃島周辺の全磁⼒異常． 
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5.3. 重⼒データについて 

沖ノ⿃島周辺のフリーエア重⼒異常は−20〜	 120	mGal の間で変化している．より広い
範囲でフリーエア重⼒異常を⾒てみると，沖ノ⿃島の南北にも正の重⼒異常が認められ
る．これは九州パラオ海嶺に属する海⼭に由来するものと考えられる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 23. 沖ノ⿃島周辺のフリーエア重⼒異常． 
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6. まとめと今後の展望 

2025 年度は，海底表層地質データ，地磁気データ，重⼒データについて取りまとめた．
海底表層地質データを解析した結果，沖ノ⿃島周辺海域の海底では⽯灰岩が広く分布して
いる可能性が⽰唆された．また，地磁気データ，重⼒データを予察的に検討したところ，沖
ノ⿃島を頂部に載せる海⼭に由来する異常だけでなく，その周辺でも複数の異常が認めら
れた．これらを詳細に解析することで，沖ノ⿃島形成以前から初期の発達史を理解できる可
能性がある． 

今後は，引き続き，既存データの集積を⾏うとともに，すでに集積済みの各種地球物理
データの解析を⾏う．また東京海洋⼤学が⾏う沖ノ⿃島調査において取得できた海底表層
地質データおよび海底地形データを⽤いて，沖ノ⿃島⼭体における地形形成要因や沖ノ⿃
島の形成史を明らかにする．  
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